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清
華
簡
の
発
見
と
整
理

中
国
研
究
集
刊
玉
号
（
総
五
十
号
）
平
成
二
十
二
年
一
月
二
八

0
ー
ニ
八
八
頁

清
華
大
学
竹
簡
と
先
秦
思
想
史
研
究

「
あ
な
た
方
が
世
界
初
の
参
観
者
で
す
」
。

二
0
0
九
年
九
月
一
日
、
我
々
は
、
外
国
人
研
究
者
と
し
て
世

界
で
初
め
て
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
を
実
見
し
た
。

時
は
、
二

O
O
八
の
夏
に
さ
か
の
ぼ
る
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
を
目
前
と
し
て
い
た
中
国
で
‘
―
つ
の
事
件
が
起
こ
っ

た
。
七
月
十
五
日
、
古
物
商
が
入
手
し
て
い
た
大
量
の
竹
簡
を
、

清
華
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
実
業
家
が
購
入
し
、
母
校
に
寄
贈
し

た
。
「
清
華
簡
」
と
略
称
さ
れ
た
竹
簡
群
は
、
第
一
次
調
査
の
結
果
、

二
千
余
枚
か
ら
な
る
戦
国
時
代
の
竹
簡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

近
年
公
開
さ
れ
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
竹
簡
の
内
、
郭
店
楚

墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
が
約
七

0
0
枚
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚

竹
書
（
上
博
楚
簡
）
が
―
二

0
0
枚
。
清
華
簡
の
分
量
は
そ
れ
ら

を
は
る
か
に
し
の
ぐ
。

竹
簡
の
一
部
は
カ
ビ
が
生
え
る
な
ど
劣
化
が
見
ら
れ
た
た
め
、

清
華
大
学
で
は
、
た
だ
ち
に
専
門
の
工
作
室
を
設
け
て
洗
浄
と
保

護
に
あ
た
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
世
界
が
沸
き
か
え
る
中
、
研

究
員
は
休
日
返
上
で
作
業
に
没
頭
し
た
。

こ
の
作
業
が
一
段
落
し
た
十
月
十
四
日
、
清
華
大
学
主
催
の
竹

簡
鑑
定
会
が
行
わ
れ
、
中
国
国
内
の
十
一
名
の
研
究
者
が
招
か
れ

た
。
古
文
字
学
研
究
の
権
威
で
あ
る
裟
錫
圭
氏
を
は
じ
め
、
出
土

文
献
研
究
に
実
績
の
あ
る
研
究
者
た
ち
が
参
加
し
た
。
鑑
定
の
結

果
、
こ
れ
ら
が
間
違
い
な
く
戦
国
時
代
の
竹
簡
で
あ
る
と
の
評
価

を
得
た
。
こ
の
段
階
で
清
華
大
学
は
、
清
華
簡
の
概
要
を
メ
デ
ィ

ア
に
公
表
し
、
大
き
な
反
聘
を
呼
ん
だ
。
特
に
、
『
尚
書
』
に
該
当

す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
文
献
が
あ
る
こ
と
、
『
竹
書
紀

年
』
に
類
似
し
た
編
年
体
の
史
書
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ

た。

湯

浅

邦

弘
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二
0
0
九
年
四
月
二
十
五
日
、
清
華
大
学
で
は
、
正
式
に
「
出

土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
」
（
以
下
セ
ン
タ
ー
と
略
称
）
を
設
立
し
、

セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
李
学
勤
教
授
が
清
華
簡
の
概
要
と
意
義
を

説
明
し
た
。
李
学
勤
氏
は
、
そ
の
際
、
『
保
訓
』
と
仮
称
さ
れ
た
竹

簡
十
一
枚
か
ら
な
る
文
献
を
紹
介
し
た
。
こ
こ
に
は
、
「
惟
王
五
十

年
」
か
ら
始
ま
る
文
章
が
見
ら
れ
、
在
位
五
十
年
を
迎
え
た
周
の

文
王
が
子
の
太
子
発
（
武
王
）
に
遺
訓
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。

た
だ
、
清
華
簡
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
や
や
問
題
視
す
る

声
も
同
時
に
あ
が
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
セ
ン
タ
ー
は
清
華
簡
の
写

真
版
を
公
開
し
な
い
ま
ま
、
釈
文
の
一
部
を
、
言
わ
ば
小
出
し
に

清
華
簡
の
公
開
と
研
究

そ
の
後
、
清
華
大
学
で
は
、
清
華
簡
の
撮
影
作
業
に
着
手
。
そ

の
過
程
で
、
竹
簡
の
総
数
が
二
三
八
八
枚
（
残
簡
を
含
む
）
で
あ

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

十
二
月
、
清
華
大
学
の
委
託
に
よ
り
、
北
京
大
学
で

C
1
4
年
代

測
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
清
華
簡
の
年
代
が
紀
元
前
三
〇

五
年
士
三

0
年
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
先
の
鑑
定
結
果
を
裏
づ

け
た
。
清
華
簡
も
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
と
同
じ
く
、
戦
国
時

代
中
期
の
竹
簡
で
あ
る
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
釈
文
だ
け
に
基
づ
く
考
察
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
登
場
し
、
さ
ら
に
そ
の
考
察
に
対
す
る
批
判

が
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
状
況
に
至
っ
た
。
釈
文
の
一
人
歩
き
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
い
ち
早
く
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
セ
ン

タ
ー
の
善
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
実
物
を

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
外
の
研
究
者
は
、
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
し

た
釈
文
を
前
提
に
議
論
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
実
物
や
写
真
を

公
開
す
る
の
か
し
な
い
の
か
。
清
華
大
学
の
姿
勢
が
問
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
郭
店
楚
簡
の
場
合
、
発
見
さ
れ
て
か
ら
正
式

な
公
開
ま
で
五
年
、
上
博
楚
簡
も
七
年
後
に
よ
う
や
く
公
開
が
始

ま
っ
た
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
清
華
簡
の
一
部
が
入
手
の
翌
年
に

早
く
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
大
い
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
『
保
訓
』
の
写
真
（
計
十
一
枚
の
竹
簡
）
と
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
釈
文
が
正
式
に
公
開
さ
れ
た
の
は
、
『
文
物
』
二

0
0

九
年
第
六
期
の
誌
上
で
あ
る
。
た
だ
、
清
華
簡
の
実
物
が
公
開
さ

れ
な
い
と
い
う
現
実
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
我
々
は
、
二

0
0
九
年
七
月
、
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を

と
り
、
李
学
勤
氏
と
の
面
談
、
お
よ
び
清
華
簡
の
実
見
を
希
望
す

る
旨
を
伝
え
た
。
こ
れ
は
、
筆
者
が
代
表
者
に
な
っ
て
日
本
学
術

振
興
会
に
申
請
し
て
い
た
共
同
研
究
「
戦
国
楚
簡
と
先
秦
思
想
史

の
総
合
的
研
究
」
が
平
成
二
十
年
度

S
平
成
二
十
五
年
度
の
科
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第
六
十
六
番
ト
レ
—

竹
簡
番
号

二
七
二
S

ニ
ニ
九

竹
簡
枚
数
二
十

ま
ず
清
華
筋
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
部
屋
に
招
か
れ
た
。
警
備
員

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
空
調
が
き
い
て
い
る
た
め
か
、
や
や
肌
寒

い
。
セ
ン
タ
ー
の
劉
国
忠
、
趙
桂
芳
、
沈
建
華
研
究
員
の
立
ち
会

い
の
下
、

ふ
た
の

外
さ
れ
た
四
つ
の
ト
レ

—

を
の
ぞ
き
込
む
。
部

屋
全
体
で
、
ト
レ

ー
は
七
十
。
我
々
が
実
見
を
許
さ
れ
た
の
は
第

六
十
六
＼
六
十
九
番
の
四
つ
の
ト
レ

ー
で
あ
っ
た
。
ト
レ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
透
明
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
竹
簡
収
蔵
の

様
子
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

滑
華
簡
の
実
見

学
研
究
•
基
盤
研
究

(
B
)
に
採
択
さ
れ
た
の
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
幸
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
好
意
的
な
回
答
が
あ
り
、
我
々
は

八
月
三
十
日
、
北
京
入
り
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
、
筆
者
の
ほ
か
、

浅
野
裕
一
（
東
北
大
学
教
授
）
、
福
田
哲
之
（
島
根
大
学
教
授
）
、

竹
田
健
二
（
島
根
大
学
教
授
）
、
福
田
一
也
（
大
阪
教
育
大
学
非
常

勤
講
師
）
、
草
野
友
子
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

・
京
都
産

業
大
学
非
常
勤
講
師
）
の
計
六
名
。
我
々
は
、
九
月
一
日
午
前
十

時
、
胸
躍
ら
せ
て
セ
ン
タ
ー
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。

竹
筋
番
号
ニ
ニ
九
二

S
二
三
一
八

竹
筋
枚
数
二
十
七

竹
簡
番
号
二
三
一
九

S
二
三
三
五

竹
筋
枚
数
十
七

竹
簡
番
号
二
三
三
六

S
二
三
六
〇

竹
簡
枚
数
二
十
五

（
但
し
、
第
六
十
九
番
ト
レ

ー
は
、
保
存
状
態
を
示
す
た
め
、

竹
簡
背
面
を
展
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
文
字
は
記
さ
れ
て

い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
白
簡
の
状
態
で
あ
っ
た
。
）

第
六
十
九
番
ト
レ
ー

第
六
十
八
番
ト
レ

ー

第
六
十
七
番
ト
レ
ー

(282) 



竹
簡
は
、
一
枚
ず
つ
細
長
い
ガ
ラ
ス
板
に
乗
せ
ら
れ
、
白
い
紐

で
固
定
さ
れ
て
、
ト
レ

—

の
中
に
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
た
。
全

体
は
少
し
黒
っ
ぽ
い
が
文
字
は
鮮
明
に
見
え
る
。
字
体
は
、
郭
店

楚
箇
や
上
博
楚
簡
で
見
ら
れ
た
楚
系
文
字
に
類
似
し
て
い
る
。
筋

長
は
、
短
い
残
簡
を
除
け
ば
、
お
お
む
ね
三
十

cm
台
1
四
十

cm
台
。

竹
簡
の
両
端
は
平
斉
で
、
円
形
や
梯
形
の
も
の
は
な
い
。
比
較
的

見
栄
え
の
よ
い
竹
簡
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
が
、
張
家
山
漢
簡
の
よ
う
に
湾
曲
し
た
竹
筋
は
見
あ
た
ら
ず
、

保
存
状
態
は
よ
い
と
の
印
象
を
受
け
た
。

ト
レ
ー
内
の
竹
簡
は
、
一
種
類
の
文
献
で
は
な
か
っ
た
。
た
と

え
ば
、
第
六
十
六
番
ト
レ
ー
に
は
「

一
」
（
陽
）
と
「
八
」
（
陰
）

で
構
成
さ
れ
た
卦
画
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
『
周
易
』
関
係
の
文
献

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
六
十
八
番
ト
レ
ー

に
は
、

他

の
竹
簡
と
は
異
な
る
幅

広
の
竹
簡
も

二
本
収
め

ら
れ
て
い
た
。
他
の
竹

簡
の
幅
が

一
Cm

に
満
た

な
い
の
に
対
し
て
、
こ

れ
ら
二
本
は

一
．
五

cm

程
度
も
あ
る
。
こ
こ
に

は、

一
本
の

竹
簡

に
文

字
が
二
行
に
わ
た
っ
て

別
室
に
移
り
、
李
学
勤
氏
と
面
会
し
た
。
竹
簡
実
見
に
立
ち
会

っ
た
三
氏
の
ほ
か
、
李
均
明
研
究
員
も
加
わ
っ
て
、
会
談
が
始
ま

っ
た

（注
1
)
0

ま
ず
李
学
勤
氏
か
ら
、
清
華
大
学
創
立
百
周
年
に
あ
た
る
二

O

―
一
年
に
清
華
簡
の
刊
行
が
分
冊
形
式
で
始
ま
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。
竹
簡
枚
数
―
二

0
0枚
か
ら
な
る
上
博
楚
簡
は
全
十
分
冊

（別
冊
を
含
む
）
の
予
定
で
刊
行
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
二

0
0

0
枚
を
越
え
る
清
華
簡
は
、
は
た
し
て
何
分
冊
と
な
る
の
か
。

続
い
て
、
質
疑
応
答
に
入
っ
た
。

こ
の
過
程
で
注
目
さ
れ
た
の

清
華
簡
研
究
の
展
望

記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
文
字
と
文
字
の
間
に
赤
い
横
線
が
引

か
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
図
表
形
式
の
竹
簡
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

年
代
や
国
名
が
記
さ
れ
た
史
書
ら
し
き
文
献
も
見
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
竹
簡
を
凝
視
し
続
け
て
い
た
我
々
に
、
劉
国
忠
氏
が

さ
さ
や
い
た
の
が
、
冒
頭
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
「
世
界
初
」
と
い
う

事
実
に
、
身
の
震
え
る
よ
う
な
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。

人
は
あ
ま
り
に
熱
中
す
る
と
時
間
の
感
覚
を
失
う
。
我
々
も
、

時
を
忘
れ
て
竹
筋
を
眺
め
続
け
た
。
わ
ず
か
数
分
の
出
来
事
の
よ

う
に
も
思
え
た
が
、
時
計
を
見
る
と
す
で
に
三
十
分
が
経
過
し
て

い
た
。

(283) 



は
、
次
の
よ
う
な
諸
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
清
華
簡
を
「
楚
簡
」
と

呼
ば
な
い
の
は
、
全
体
の
精
査
を
終
え
て
い
な
い
の
で
、
慎
重
を

期
し
て
の
こ
と
だ
そ
う
で
あ
る
。
我
々
が
実
見
し
た
竹
簡
は
確
か

に
楚
系
文
字
で
記
さ
れ
て
い
た
が
、
七
十
も
あ
る
ト
レ
ー

の
中
に

は
、
そ
う
と
は
断
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
、
そ
も
そ
も
近
年
発
見
さ
れ
た
竹
簡
は
、
「
楚
簡
」
と
は
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
の
、

他
の
地
域
、
た
と
え
ば
斉

．

魯
•

三
晋
な
ど
の

戦
国
竹
簡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、

出
土
地
が
判
明

し
て
い
る
郭
店
楚
簡
は
と
も
か
く
と
し
て
、
清
華
簡
を
「
楚
簡
」

と
称
し
て
良
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
即
断

で
き
な
い

と
い
う
慎
重
な
意
識
も
働
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
郭
店
楚
筋

·

上
博
楚
簡

•

清
華
簡
の
筆
写
時
期
の
問
題

に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
科
学
測
定
（
前
記
の
同
位
炭
素
測

定
）
、
文
字
、
内
容
の
三
点
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
と
考
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
国
中
期
の
筆
写
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
文
献

の
成
立
は
当
然
そ
れ
よ
り
さ
か
の
ぽ
る
。
戦
国
時
代
、
あ
る
い
は

春
秋
時
代
の
文
献
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
出
士
文
献
で
は
、
墓
主
と
の
関
係
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
節
は
秦
の
法
律
関
係

文
書
で
あ
っ
た
た
め
、
墓
主
は
法
吏
と
考
え
ら
れ
、
銀
雀
山
漢
墓

竹
筋
は
兵
書
が
大
半
を
占
め
て

い
た
の
で
、
軍
事
関
係
者
が
墓
主

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
清
華
筋
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
全
容
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
セ
ン

タ
ー
の
発
表
に

よ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
、
『
尚
書
』
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
文
献
、

『
竹
書
紀
年
』
に
類
似
す
る
編
年
体
の
史
書
、
『
国
語
』
に
類
似
し

た
楚
の
史
書
、
『
周
易
』
に

関
係
す
る
文
献
、
『
儀
礼
』

に
類
似
す
る
文
献
、
音
楽
関

係
の
文
献
、
陰
陽
月
令
に
関

す
る
文
献
、
馬
王
堆
漢
墓
吊

書
『
相
馬
経
』
に
類
似
す
る

文
献
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
墓
主
は
史
官
で
あ

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
筆
者
か
ら
、
李

学
勤
氏
の
論
考
を
翻
訳
し
、

大
阪
大
学
中
国
学
会
の
『
中

国
研
究
集
刊
』
に
掲
載
し
た

い
旨
を
伝
え
、
了
承
を
得
た
。

こ
れ
は
、
『
文
物
』
二

0
0

九
年
第
六
期
に
掲
載
さ
れ
た

同
氏
の
論
考
を
想
定
し
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
『
中
国
史
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北
京
に
二
日
滞
在
し
た
後
、
我
々
は
、
九
月
三
日
、
上
海
へ
移

動
し
た
。
復
旦
大
学
を
訪
問
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
ニ

0
0
五
年
に
設
立
さ
れ
た
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
（
以
下
、

研
究
セ
ン
タ
ー
と
略
称
）
が
あ
る
。
こ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
近

復
旦
大
学
の
挑
戦

研
究
』
二

0
0
九
年
第
三
期
掲
載
予
定
の
論
考
に
そ
の
後
の
最
新

情
報
を
盛
り
込
ん
で
あ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
ほ
し
い
と

の
要
請
が
あ
っ
た
。
日
本
で
は
、
ま
だ
清
華
簡
の
情
報
が
決
定
的

に
不
足
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
代
表
者
で
あ
る
李
学
勤
氏
の
正

式
な
論
考
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
学
術
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
に
は

一
定
の
意
義
が
あ
ろ
う
。

約
一
時
間
の
会
談
を
終
え
、
全
員
で
会
食
し
た
後
、
我
々
は
清

華
大
学
を
後
に
し
た
。
二

0
-
―
年
に
公
開
が
始
ま
る
と
い
う
清

華
簡
。
郭
店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
に
続
く
第
三
の
戦
国
竹
簡
は
、
先

秦
思
想
史
を
劇
的
に
塗
り
替
え
て
行
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
会
談
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
我
々
と
親

交
の
あ
る
人
民
大
学
の
ヨ
小
龍
氏
（
清
華
大
学
出
身
）
の
御
高
配

を
得
た
。
ヨ
氏
に
は
通
訳
の
補
助
も
務
め
て
い
た
だ
い
た
。
会
談

が
き
わ
め
て
ス
ム
ー
ス
に
進
行
し
た
の
も
、
ヨ
氏
の
お
か
げ
で
あ

る。

年
の
出
土
文
献
研
究
の
一
大
拠
点
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
楚
簡
研
究
を
主
導
し
て
き
た
の
は
、
湖
北
省
の
武

漢
大
学
で
あ
っ
た
。
次
々
と
国
際
学
会
を
開
催
し
、
我
々
研
究
会

メ
ン
バ
ー
も
、
二

0
0
六
年
六
月
の
「
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討

会
」
に
招
か
れ
、
研
究
発
表
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
武

漢
大
学
簡
吊
中
心
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
「
簡
吊
網
」

(http:

ミ
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
index.php)

を
開
設
し
、
新
た
な
研
究
発
表

の
場
を
提
供
し
た
。
た
と
え
ば
、
上
博
楚
簡
の
分
冊
が
刊
行
さ
れ

る
と
、
た
だ
ち
に
こ
の
「
簡
吊
網
」
に
連
日
数
本
ず
つ
の
論
考
が

掲
載
さ
れ
る
と
い
う
活
況
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
の
世
界

は
、
武
漢
大
学
の
一
人
勝
ち
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
そ
こ
に
有
力
な
対
抗
馬
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
こ
の

研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
特
に
、
上
博
楚
簡
第
七
分
冊
が
刊
行
さ

れ
る
と
、
た
だ
ち
に
復
旦
読
書
会
が
組
織
さ
れ
、
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
w
z
.
f
u
d
a
n
.
e
d
u
.
c
n
/
D
e
f
a
u
l
t
.
a
s
p
)

に
次
々
と
論
考
が
掲
載
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
武
漢
大
学
の
「
簡

吊
網
」
だ
け
を
頼
っ
て
い
た
他
の
研
究
者
た
ち
も
、
こ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
。
我
々
が
今
回
、
北
京
の
清
華

大
学
に
続
い
て
、
上
海
の
復
旦
大
学
を
訪
問
し
た
の
は
、
こ
う
し

た
理
由
か
ら
で
あ
る
。

約
束
の
六
時
半
に
研
究
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
主
任
の
劉
釧
教
授
、

施
謝
捷
教
授
、
周
波
講
師
、
廣
瀬
蕪
雄
講
師
と
の
会
談
が
始
ま
っ
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第
一
は
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
の
研
究
。

た
（
り
2)°

会
談
は
夕
食
を
は
さ
ん
で
夜
九
時
半
ま
で
続
い
た
。
タ

食
後
に
は
装
錫
圭
教
授
も
加
わ
り
、
議
論
に
熱
が
入
っ
た
。

こ
の
会
談
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
諸
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
研
究
セ
ン
タ

—

の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
大
き
く
分
け

て
古
文
字
学
研
究
と
敦
煙
研
究
の
二
つ
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て

は
三
つ
の
仕
事
が
同
時
並
行
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の
情
報
で
あ

る。

こ
れ
は
、
湖
南
省
博
物
館

と
の
提
携
に
よ
り
、
馬

王
堆
漢
塞
吊
書
を
全
面

的
に
見
直
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
吊
書
の
写
真
を
す

べ
て
撮
り
直
し
た
そ
う

で
あ
る
。
我
々
が
拝
見

し
た
写
真
は
、
既
刊
の

文
物
出
版
社
版
よ
り
は

る
か
に
鮮
明
で
、
こ
れ

に
よ
り
釈
読
の
見
直
し

が
進
む
と
期
待
さ
れ

る
。
中
華
書
局
か
ら
の

刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
第
二
は
上
博
楚
簡
の
研
究
。
第
一
分
冊
か
ら
第
六
分

冊
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
字
詞
」
を
五
年
計
画
で
編
集
し
、
刊
行

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
戦
国
時
代
の
文
字
分
析
。
こ

れ
は
、
装
錫
圭
教
授
の
最
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
る
。
十
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
研
究
に
専
念
し
、
こ
れ
ら
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
や
や
意
外
だ
っ
た
の
は
、
上
海
博
物
館
と
の
関
係
で
あ

る
。
我
々
研
究
会
メ
ン
バ

ー
は
二

0
0
七
年
夏
に
上
海
博
物
館
を

訪
問
し
、
横
茅
左
氏
と
会
談
し
た
。
席
上
、
上
博
楚
節
の
刊
行
が

当
初
六
分
冊
で
終
了
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
の
が
九
分
冊
と
な
り
、

続
い
て
断
筋
を
集
め
た
別
冊
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ

ら
と
は
別
に
、
上
海
博
物
館
が
入
手
し
て
い
る
戦
国
楚
筋
の
字
書

（
裸
茅
左
氏
は
『
字
析
』
と
命
名
）
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど

の
情
報
を
得
た
応
3
)
。
と
こ
ろ
が
へ
こ
の
字
書
に
つ
い
て
は
、
装

錫
圭
氏
を
は
じ
め
研
究
セ
ン
タ

—

側
は
詳
細
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
、
我
々
の
方
か
ら
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ

た
。
同
じ
上
海
市
内
に
あ
り
な
が
ら
、
積
極
的
な
学
術
交
流
が
な

さ
れ
て
い
な
い
印
象
を
受
け
た
。

ま
た
、
清
華
簡
に
つ
い
て
興
味
深
い
情
報
が
あ
っ
た
。
古
物
商

か
ら
竹
簡
を
買
い
上
げ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
お
ら
ず
、
購
入
価
格
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
噂
が
飛
び

交
っ
て

い
る
。
研
究
セ
ン

タ
ー
の
得
て
い
る
情
報
と
し
て
は
、
一
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簡
八

0

0
人
民
元
で
買
い
上
げ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
約
二
千
枚
と
し
て
計
百
六
十
万
元
。
日
本
円
に
換
算

し
て
約
二
千
三
百
万
円
と
な
る
。
真
相
は
未
詳
で
あ
る
が
、
と
も

か
く
、
清
華
簡
の
購
入
に
は
、
相
当
の
金
額
が
つ
ぎ
込
ま
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

最
後
に
、
研
究
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
、
我
々
研
究
会
メ
ン
バ
ー
と

今
後
積
極
的
な
研
究
交
流
を
継
続
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
応
え
る
形
で
、
メ
ン
バ
ー
の
浅
野
教
授
が
、
か
ね
て
ヨ
小

龍
氏
に
中
国
語
の
翻
訳
を
依
頼
し
て
い
た
論
考
を
、
研
究
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
提
供
す
る
旨
、
約
束
し
て
、
会
談
は
終
了

し
た
和
4
)
0

出
土
文
献
研
究
の
展
開

短
期
間
の
内
に
出
土
文
献
研
究
の
二
大
拠
点
を
訪
問
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
セ
ン
タ
ー
を
率
い
る
二
人
の
権
威
と
の
会
談
が
実
現
し
た
。

清
華
大
学
は
新
た
な
戦
国
竹
簡
を
獲
得
し
た
と
の
自
信
に
溢
れ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
数
十
年
、
「
清
華
簡
」
学
は
、
中
国
古
代
思
想

史
研
究
の
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
君
臨
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

一
挙
に
十
名
も
の
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
て
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

た
復
旦
大
学
も
、
夜
九
時
半
を
過
ぎ
て
研
究
室
の
光
は
煙
々
と
つ

い
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
出
土
文
献
研
究
の
牽
引
役
と
な
る
こ
と
は

〇

間
違
い
な
か
ろ
う
。

先
秦
思
想
史
の
研
究
は
、
郭
店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
に
続
く
清
華

簡
の
発
見
に
よ
っ
て
、
ま
た
新
た
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る。(
1
)
我
々
研
究
会
か
ら
は
、
会
談
の
冒
頭
、
以
下
の
書
籍
を
贈
呈
し
た
。

・
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
（
二
）
ー
上
博
楚
簡
研
究
ー
』
（
浅
野

裕
一
編
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
八
年
九
月
）

・
『
上
博
楚
簡
研
究
』
（
湯
浅
邦
弘
編
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
七
年
五
月
）

・
『
古
代
思
想
史
と
郭
店
楚
簡
』
（
浅
野
裕
一
編
、
汲
古
書
院
、
二

o
o

五
年
十
一
月
）

・
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
ー
上
博
楚
簡
研
究
ー
』
（
浅
野
裕
一
編
、

汲
古
書
院
・
汲
古
選
書
、
二

0
0
五
年
四
月
）

•
湯
浅
邦
弘
編
、
岩
波
書
店
、

・
『
諸
子
百
家
〈
再
発
見
〉
』
（
浅
野
裕
一

二
0
0
四
年
八
月
）

・
『
上
博
楚
簡
輿
先
秦
思
想
』
（
浅
野
裕
一
著
、
台
湾
・
万
巻
楼
、

〇
八
年
九
月
）

・
『
戦
國
楚
簡
輿
秦
簡
之
思
想
史
研
究
』
（
湯
浅
邦
弘
著
、
台
湾
・
万
巻

楼
、
二

0
0
六
年
六
月
）

・
『
戦
国
楚
簡
研
究
二

0
0
七
』
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
五
号
、
ニ

注
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0
0七
年
十
二
月
）

(
2
)
我
々
研
究
会
か
ら
は
、
会
談
の
冒
頭
、
注

(
1
)

前
掲
の
書
籍
を

贈
呈
し
た
。
ま
た
、
研
究
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
以
下
の
書
籍
の
寄
贈
が

あ
っ
た
。

・
『
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
』
第
一
輯
（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文

字
研
究
中
心
編
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二

0
0六
年
十
二
月
）

•
同
•
第
二
輯
（
二
0
0
八
年
八
月
）

・
『
復
旦
学
報
』
（
社
会
科
学
版
）
二

0
0九
年
第
一
期

・
『
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
通
訊
』
第
一
期
（
二

0
0

七
年
十
二
月
）

•
同
•
第
二
期
（
二
0
0
八
年
十
二
月
）

(
3
)

こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
「
上
海
博
物
館
蔵
戦

国
楚
簡
「
字
書
」
に
関
す
る
情
報
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
三

号
、
二

0
0七
年
六
月
）
参
照
。

(
4
)
我
々
の
訪
問
の
概
要
は
、
二

O
O九
年
九
月
六
日
付
け
で
、
研
究

セ
ン
タ
ー

H
P
に
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
《
束

大
王
泊
旱
》
之
災
異
思
想
」
（
九
月
十
三
日
付
）
、
同
「
上
博
楚
簡
《
凡

物
流
形
》
之
整
腔
結
構
」
（
九
月
十
五
日
付
）
に
続
い
て
、
草
野
友
子

「
開
於
上
博
楚
簡
《
武
王
践
昨
》
中
誤
窟
的
可
能
性
」
（
九
月
二
十
二

日
付
）
が
同
H
P
に
掲
載
さ
れ
た
。

[
附
記
]

本
研
究
は
、
平
成
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(
B
)
「戦

国
楚
簡
と
先
秦
思
想
史
の
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・
湯
浅
邦
弘
）
に

よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(288) 


